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初δ.を培養上並に組織学的に誕明し得た｡同 時にGram

陰性桿菌を高率に認めた事は興味深い｡尚 接樋群に於て

Cortisone5mg投 与 後Tetracyclineの10mg連 続

3日 間経口投与を行つた例に於て,極 めて定型的な腎膿

揚 を認め,膿 に本菌を純培養状に証明し組織学的にも多

数の菌糸を見た｡次 にレ線照射に依つて少数例にσ.α乃.

の肝への侵入を認めた｡

結論 マウスに於て,C・alb.の 経 口接種に依つては

其生体への侵入は起 り難く,経 口接種と共にC｡rtisone

smgの 皮下投与並びにレ線500mcgの 照射を行 う事に

依 り,C.alb.が 生体に侵入し得る事を証明した｡

(76)胃 腸 管 手 術 とCandidiasisに つ

いて

関東逓信病院外科

石 山 功 ・隅田 正 一

(1)胃 腸管内Candidatlk出 率 と抗 生物質 の影響

Candidaeま 開腹手術患者170例 の調査では,胃 上部腸

管では減酸・無酸例に多 く,過 酸 ・正酸例にはす くなく,

胃癌群に多 く,潰瘍・胃炎群ではすくなく,40才 以後のも

のに多い｡横 行結腸では酸度,疾 患,年 令による差をみ

ない｡急 性虫垂炎即時手術例では2.6%で す くないが,

術 前にChl｡rtetracycline「Aureomycin)を 投 与する

と30%と 著 しく増加する｡Candidaは 胃にもつとも

多 く,横 行結腸がこれにつぎ,十 二指腸,廻 腸下部,盲

腸,空 腸上部,急 性・炎症なき虫垂等に38～16%に 常棲i

している｡

胆嚢内容からCandidaを 証 明したものは 吾々の材料

ではない｡

Eenterobiotic錠 はCandidaの 検出率を増加する｡

(2)臨 床症例

胃切除術後に併発した肺カンジダ症 と重症歯齪炎は抗

生物質を中止し,抗 真菌剤の応用で治癒した｡幽 門穿孔

による汎発性腹膜炎は膿汁からC.tropicagisを 証明し,

1剖検により膿瘍壁からCandidaを 証 明した｡

(3)Candidaの 感染実験

C・albicansを 静注或は腹腔内に接 種すると,感 染の

成立は接種菌数,分 離株の毒力に関係する｡

家兎腸管に切創をつ くり創面にC.albicansを 塗抹 し

て24時 間,3日,7日 目に観察 すると,創 内のCan-

didaは 経過とともに減少したが,Aureomycinを 投与

するとこの傾向はにぶる｡Candidaは 縫 合 に用いた腸

線の中では発育しやすい｡

これらの実験の結果から,Candidaは 健康な通常の胃

腸管壁からは感染を起 しがたいが,死 滅した生体組織や

手術創内などでは増殖 し抗生物質投与により他の細菌が

減少して増菌の機会が与えられると,臨 床症例に経験し

たよ5な 重篤な感染症を惹起しうるものと考える｡

(77>化 学療法中の肺結核患者におけ

る連続検疾成績,殊 に塗抹陽性

培養陰性例 の検計

慶 大 三 方 内 科

三方一沢 ・長谷 川彌人.勝 正 孝 ・増芽1:準浩

{左イ白孝男 ・吉 川 達男｡野 添 昇

化学療法中の肺結核患者の連続検疾において,若 干培

養検出能の低下したと考えられる場合がある｡こ れ らの

基本的な理由は喀出菌群の代謝異常によるものと考えら

れるが,前 処理の影響,喀 疾中薬剤の不活性化による影

響,使 用培地による差異,判 定にあたつての汚染の問題

を検討した｡

(1)常 時又は随時的排菌者20名 について毎週1回

3カ 月間の連続検渓を実施し,そ の結果は症例1(SM,

PASノ,4(SM,PAS),18(SM,PAS,INAHノ に夫々

2,4,1回 宛塗抹(十),培 養(△)の 場合を 認め,い

ずれも病影が縮少し排菌の減少消失する時期に一・致して

認められた｡

(2)随 時的排菌者5名 について連日4週 間の連続検

疾を実施 し,そ の結果 は症例34,35,37(い ず れ も

SM,PAS)と も微量排菌にも拘 らず,排 菌の持続的な陰

性化は期待されず,い ずれ も塗抹に較べて培養の優越す

るのを認めた｡

(3)PZA,INAH併 用療法を行つた12名 について

毎週～隔週に1回,6カ 月～1年 間連続検疾を実施し,

その結果症例21,22,23(い ずれも中等症)に 夫 多2,

3,1回 宛塗抹(十)培 養(一)の 場合を認めた｡症 例

21,22は 病影の縮少,排 菌の陰性 化する時期に一致し

て認められ,症 例23は 間隊的の排菌の経過中に1回 の

み認められた｡

(4)以 上の連続検湊成績の中より,ガ フキー号数に

比較 して培養集落数の少い場合を選び,喀 疲 の性状,ZH

法 の好酸性と易染性の比,螢光法の桿状形と穎粒形の比,

化学療法の種類等を検討したが,特 別な関係を認めなか

つた｡

(5)日 常検査において塗抹(十)培 養(一)を 認め

る場合,そ の一部の理由として考 えられる前 処理 の影

響,喀 湊中薬剤の不活性化による影響,培 地による比較

を25名 につき稀釈培養法により検討した｡そ の結果は殆

んど差異を見出し難く,症 例1,8,25に お いて のみ

4%NaOH処 理に較べて8%NaOH処 理 の場合が集落

発現やや遅 く,且 つ集落数の少いことを認めた｡症 例20

においてすべて陰性にも拘 らず不活性化法(次 亜ブコム
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酸ソe・・Pt"法)により6週 後集落3コ を認めた｡栄 研Du・

bos寒 天,Tarshis血 液寒天は4%NaOH処 理 によれ

ば3%KH2PO4培 地にやや劣る様である｡

(6)全 連続検渓を通じて或種の汚染の場合に陰性 と

判定 し易いことを度 々経験したが,こ の種汚染は全汚染

の20～30%に 存在 し,且 つこの汚染により培養検出能

の低下することを実験的に認めた｡

(78)結 核 菌 の抗 結 核 剤 に 対 す る耐 性

発 現 に 関 す る研 究(第1報)

京 都大学結核研究所化学療法部

内藤益一 ・渡辺林造 ・今井節郎 ・津久闇俊三

東向一郎 ・伊藤 篤 ・神田瑞雄

今 日嬉に発表するDataは 「結核菌が化学治療剤に対

して耐性を獲得する際先づMediymの 結核菌の発育能・

力との間にどの様な関係があるか,次 は結核菌が耐性を

得るには薬剤の濃度が高ければ高い程強い耐性を得るも

のであるか否か,第3に は薬剤を併用する事によつて菌

の耐性発現を阻止すると一般に云われて居るが,そ の組

合せによつて夫々の耐性発現はどの様に違うか」とい う

問題である｡

之等の事について試験管内実験を試みた所,先 づ種々

の条件のMediumに 薬 剤を入れて之に結核菌を接種し

たが一般に結核菌の発育条件の悪い所では耐性は得難い

様である｡次 に個々のMediumに 於て薬剤の濃度の'高

い程耐性を得易いのではなく,そ の条件に応じた至適の

濃度があるらしい事が分つた｡次 に増量継代培養に於て

単独の薬剤の耐性獲得はSM,INAHが 早 く,PASと

TB1は 比較的遅い事は従来 から云われている通 りの結

果を示した｡2者 併用を10代 目迄調べてみた所何れも

併用の方が単独に比し有 利な事は 明らかであるが,こ

の方法に於ける5,8及 び10代 目の各菌株について薬剤

別に耐性を調べた結果とを併せ考えると,SMに 関 して

は他の3剤 何れの併 用に於てもSM耐 性発現を著しく

遅延せしめているが矢張 りPASが 特に有利な様である｡

次にINAHに 関 してはSM及 びTB1の 併用がINAH

耐性発現を遅延せしめる効果 が認められるが,PAS併

用は必ずしも有利とは云い難い結果を得た｡同 様な見方

でPASの 耐性にはSM併 用が最も有利であり,TB1

耐性 には他 の3剤 共併用により著しい逮延効果を認めら

れなかつた｡尚,余 等の試験管内併用実験は各剤単独の

結核菌発育阻止最低濃度を求め,こ の各1小2量 宛に2剤

を併用 したものである事を附け加えて置く｡

(79)試 験管内におけ る結 核 菌 のSM

及びINAH耐 性菌出現に及ぼす

PAS及 びPZAの 阻止効果につ

いて

国立公衆衛生院衛生微生物学部

染谷 四郎.林 治 ・大 久保 重次郎

lnvitroでPyrazinamide(PZA)とINを 併用ナ

ると,IN耐 性結核菌の出現が阻止されるとSOLOTORO--

VSKYは 報 告した｡わ れわれはこの報告を追試すると共

に,SMの 耐性菌出現に及ぼすPZAの 阻止効果をPAS

の効果と比較した｡

すなわち,DUBOS変 法培地に,SM,INを 各 々単独

に一定量(o.oo5～o.1mcg/cc)加 えた ものと,こ れに

PASは0.1mcg小cc,PZAは50mcg/ccに 加えた各・併

用の培地を作り,H37Rv株O.1mgを 移植,培 養2週

後に判定 して対照培地 と同程度に発育 した薬剤単独及び

併用培地を耐性獲得濃度 と見倣し,こ の0.lccを さら

に高濃度の薬剤加培地に移植,以 後同様操作で継代を続

けた(増 量継代培養法)｡

成績:1)SM耐 性菌出現に及ぼすPAS及 びPZA

の阻止効果｡SM単 独では初代0.1mcg/cc耐 性 が継代

を増すにしたがつて耐性は漸次上昇,10代 で25mcg/cc,.

16代 で10,000mcg小cc強 耐 性 を獲得する｡し かるに

PASの 併用は,初 代0.05mcg/ccが10代 で0.075;

mcg/cc,17代 で1mcg/ccに 上昇 したのみである｡・一一'一・

方PZA併 用は,初 代0.05mcg小ccが10代 で2.5mcg/

cc,17代 で10mcg/ccと な り,単 独の場合に比し耐性

の上昇を明に阻止している｡と くにPASの 場合は著明 t

である｡し かし各継代時における耐性菌の分布成績は,

7及 び10継 代時において単独の場合とPZA併 用 の場・

合 とで殆んど差がなく,PZAの 場合はいわゆる見掛け

上の耐性獲得抑制現象とでもい うべき傾向がみられてい

る｡

2)IN耐 性菌出現に及ぼすPAS及 びPZAの 阻止.

効果｡IN単 独 では 初代O.025mcg/cc耐 性が10代 で

2・5mcg/cc,17代 で75mcg/cc耐 性 と上昇 した｡PAS;

併用は初代0.005mcg/ccが10代 で0.05mcg/cc,17代 で

0・075mcg/cc耐 性 となつたにすぎない｡ま たPZA併

用は,初 代0.025mcg/cc,10代0.05mcg/cc,17代, ,

O・75mcg/ccで あ り,SMの 場 合と同様にDUBOS培 地

上における観察ではIN耐 性菌の出現をPAS.PZAと

もに阻止する効果がみ られる｡耐 性菌の分布成績はSM

の場合とやや異 り,PASと 同 様 にPZAの 併用はN

高度耐性菌の出現を阻止しているようである｡

(80)鳥 型結核菌に於け るD一ア ミノ酸

代謝
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名 古 屋 大 学 内 科第 一 講 座

茂 兼 英 寿.伊 藤 和 彦 ・片 画 鏡 男

遠 藤 憲 治 ・村 瀬 徹

生 体 内 に存 在 す るD型 ア ミ ノ酸 に つ い て は,今 世 紀 始

め癌 細 胞 中に 存 在 す る とい う提 唱 に 始 り,色 々の 議 論 が

述 べ られ てい るが,最 近,菌 体 内及 び 抗 生 物 質 中 に 存在

す る事 が確 か め られ た｡吾 々は,鳥 型 結 核 菌 竹 尾 株 を 用

い,D型 ア ミノ酸 を唯 一 のN源 と し て発 育 可 能 な 事 を 認

め,そ の代 謝 機 構 と してoxidation,transamination

及び 直接 のracemizati｡nを 想定 した｡

1)d-glutamicacid及 びd-alanineを 基 質 と して,

生菌浮 遊 液 は適 応 期 な く存 在 す る｡

2)d-alanineと α一ketoglutaricacidtまcell-free

の抽 出液 に 依 つ て,d--glutamicacidとpyruvateを

生成す る｡

3)d-glutamicacidを ラ セ ミ化 す る,glutamic

acidのactivityは,M110d-91utamicacidを 基 質 と

し,そ の生 成 す るL型 をE.coliのDecarboxylatien

を用い 測 定 した｡

の 菌 体 を 略 々 同 量 の 石 英 砂 とよ く磨 砕 し,M/15

phosphatebufferで 抽 出 し,ce11-brisを 除 き,18,000

回転30分 でcell-freeと し,硫 安 分 劃1/3～2/3飽 和

で沈 澱 させ,透 析 した も のを 酵 素 と して 用 い た｡

fb)OP .pHは8.0で あ る｡

c)10一3MのHydroxylamineで 完全 阻 害 され る｡

d)金 属 イ オ ン に依 る影 響 は,殆 ん ど影響 が な いか 抑

制 的で あ る｡

e)本 酵 素 はpyridexalphosphateを 補 酵 素 とす る

ものの様 で あ る｡

以 上 の如 く,D型 ア ミノ酸 は 鳥 型 結 核菌 に於 て窒 素 源

とな り得 る事 及 び 菌 体 内 に於 て 活漫 に代 謝 す る事 を 認 め

た｡

(81)鳥 型結核菌のタンク培養につい

て

名大医学部内科第一講座

住 田元旦 一都築敏男 ・児玉光雄

山本正彦 ・宮下安忠

最近吾々は鳥型結核菌のタンク培養を行い,30Lの グ

リセリンブイヨン培養液 で一挙にwetWeight3009

以上の結核菌を得ることに成功 した｡

結核の化学療法が進展すると共に,結 核菌の代謝と抗

生剤の作用機作について種々の研究が進められる様にな

つた｡而 してその生化学的研究に際して菌体成分を得る

ため,従 来は表面培養法によつたため甚だ手数がかかり

且つ余 り大量には得られなかつた｡

吾 々は夙に培養法改良の必要を痛感し,ペ ニシリン,

ス トレプトマイシン等の製造に於て試みられたタンクに

よる深層培養法を利用することを企てた｡

装置は,エ ヤーコンプレッサー.濾 過器,恒 海槽及び

タンクから成り,エ ヤーコンプ レッサーから送られた空

気は濾過器に於てglaSSwoolに よ り濾過され無菌 とな

つてタンクに送られる｡

培養液は3%グ リセリンブイヨン培養液 を用い,植

菌後は絶えずコンプレッサーより出て濾過器により清浄

化された空気で通気され,恒 温槽により37℃ に保たれ

る｡培 養が終つたらシヤープレス型遠洗器により菌を壌

養液より分離し集菌する｡

こめ方法は従来の表面培養法に比して,滅 菌,植 菌,

培養,集 菌の各操作が遙に簡単で且,一 挙に大量の菌を

得ることがでぎるので,菌 体代謝の研究,結 核菌の本質

或は菌のhost-parasiteの 関係についての研究等に広

く応用され得ると考えられる｡

(82)培 地pHの 変動が諸種薬剤の結

核菌発育阻止力に及ぼす影響に就 て

京 大 結 研 内藤益一 ・津久間俊次 ・神 田瑞雄

伊藤 篤 ・中西通泰

実験方法:1規 定NaOH,又 はHCIで,pH5,0,5.5,6.0,

6.5,7.0,7・5,及 び8.0に 修正した10%血 清 加キル

ヒナー培地を用いて各種薬剤の発-育阻止力を検討 した｡

菌はH37Rv,判 定は4週 間であるo

実験成績:(1)一 般抗結核剤に就て,SM,TB1は

アルカリ性で,Pyrazinamideは 酸性 で抗 菌力が増 強

されるが,INAH,及 びPASは,pHに よる影 響は認

められなかつた｡(2)最 近 注 目されて居る新抗結核剤

に就て,シ アン酷酸 ヒドラジッド(CEH),Isopropylyl

CEH,S-ethyレ レCystein,及 びViomycinは アルカ

リ性で,Sulfisoxazole,Chlortetracycline,及 びPAS-

phenylesterは 酸1生で抗菌力が増強した｡又Tetracy-

cline,及 びOxytetracyclineの 抗 菌 力はpHに よつて

影響がない様であつた｡(3)SM,PAS,INAH,及 び

TB1の2者 又は3者 併用時に於ける培地pHの 影響に

就て,臨 床投与量の比による併用実験では,投 与量の多

い薬剤の抗菌力が主として現われたが,各 々の薬剤の発

育阻止力の比に於ける併 用実験 では,各 々の単独時の

による抗菌力の変化が組合された様な抗菌力を示した｡

以 上の実験成績に見られる如く,培 地pHの 変動が,

諸種薬剤の結核菌発育阻止力に,か なりの影響を及ぼす

事を認めたが,生 体内に於ける結核病巣のpHが,か な

り広い範囲にわたつて居る事を思 うと,之 等の現象は興

味深 く思われるので,今 後,耐 性獲i得,及 び殺菌作用等
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に就ても,pHに よる影響を検討して行きたいと考えて

居る｡

(83)生 体内に投与 した結核化学治療

剤の血 中に於け る消長の生物学

的測定

京大結研化学療法部

内藤 益一 ・渡辺 林造

北 川 良治 ・谷 辰 二

私共は高濃度血清加KIRCHNER培 地を応用して主と

して新たに合成せられた抗結核性物質を家兎に投与 した

後時間おきに採血して血清を分離 し,こ れを90%,50

%,10%の 割合に加えたKIRCHNER培 地 を作 り結核

菌を一定量接種して4週 間後菌の発育状態を判定 して血

中抗菌力の消長を検べた｡今 日報告する物質は別表に示

す通りである｡先 づ第1表(略)でS-Ethy1-L-Cyste・

ine,3-Phthalazone-carboxylicacidamideは1時 間

後血中に抗菌力を証明し得なかつた｡次 に現在注目され

ているPyrazinamideは1回 投与又は1週 間連続投与

の場合を検討してみたが共に投与1時 間後の血中に抗菌

力を見出し得なか つた｡INAHとPyrazinamideの

併 用とINAH単 独投与せる際の成績では併 用は単独よ

り僅か乍 ら抗菌力持続の延長を認めた｡次 でこのPyra-

zinamideのINAHに 対する併用量を検討して見た所

10倍 量,5倍 量が2倍 量よりも血中抗菌力が梢長.く持

続 した｡SMとINAHの 化合物であるStreptohydra・

zidと その混合物との比較は化合物の方が抗菌力持続が

梢長 く認められた6

Streptohydrazidと 同 じ組合で あるINAH-Mycin

で も同様の結果を得た｡次 のIPN,IPC,INHG--Na塩

は何れもINAHの 誘導体でINAHを 比 較対 照として

実験した｡投 与量 はINAHを 基 準 として分子量 を換

算 して決めた｡.そ の結果はINAHと 大差を認めない｡

第7表(略)はH202でPAS-Caを 対照として家兎及

び人体で実験し,投 与量は遊離PASの 含有量により決

めた所,PAS-Caと 大 差を認めず,又H202の1週 間

連続投与後に於てもユ回投与 と同じ成綬を得た｡次 は同

じ様にしてBufferedPAS,PAS-A1.に 就 て検べたが

PAS-Caと 同程度の抗菌力持続を認めた｡

第9表(略)はPAS-P-methoxy-phenylester及 び

PAS-一一phenylesterの 実験成績であるが,PAS-P-met-

hoxy-phenylesterは 試験管内静菌力が可成PASよ り

強 く,抗 菌力持続時間も明かに長時間にわたつた｡PAS-

phenylesterは 試験管内静菌力が強いが血中抗菌 力持

続は僅かに勝る程度である｡

(84)抗 結 核 剤 の 抗 原 抗 体 反 応 に 及 ぼ

す 影 響1

慈 恵医大林内科 平 野 俊 夫

結核死菌を以て静脈内感作せる家兎を用い,そ の血清・

髄液を以てMmDLEBR00K回 熊谷氏赤血球凝 集反応・ ツ

液皮内反応,過 敏性抗体皮内測定試験にてPASの 影響

を追求した｡

1)感 作終了直後 より連 日5～6週 間プロkgPAS-

Na200mg静 注,毎 週その凝集価の変化をみたが,血 清

では対照群,PAS群 共,感 作後3週 目が最高値でその

i凝集は対照群8例 中,10.24倍1例,512倍4例,256倍

3例,PAS群9例 中,128倍5例,64倍0例,32倍

3例,8倍1例 と明かにPAS群 は低値である｡し かし

て3週 後両群共,平 行 し次第 に低 くなり,PAS群 では

旧値に復するものがあつた｡髄 液では両群共｡そ の時の

血清価が128倍 以上のものに1～4倍 に出現,PAS群

では3例 に2倍 の値を示すのみ｡

2)感 作 家兎にプロkg200mg静 注 し,そ れか ら融

時間,凝 集価と血中PAS濃 度 との関係をみたが,平 行

関係はみとめられなかつた｡

3)試 験 管内でのPAS-Naの 種 々の濃度下の凝集反

応の変動をみたが,10mg/cc以 上 から明 らかな凝集価

の低下がみられた｡

4)感 作 後3～4週 の家兎皮 内に20倍,100倍,

1000倍,2000倍 ツ液で両群の発赤を比較したが,PAS群

では8例 中2例 に明らかな陽性を示す｡対 照全例は陽性

である｡

5)過 敏 性抗体価皮内測定試験(PAS群,対 照群m

清を選び夫 々の10倍 稀釈系列をつくり,ツ 反陰性の正

常家兎腹部皮内に夫 々系列を並行皮注,24時 間後に100

×ツ液を同一一部位に皮注24時 間後発赤にて比較)に よ.

れば4家 兎でその差100倍 が2例,10倍 が2例 で,血

清凝集価に平行する差異である｡

以上,本 実験はPASが 抗原抗体反応系に抑制的に作

用することを証明するものである｡

(85)実 験 的結 核症 に於 る細網 内皮 系

機能 の研 究(第2報)

抗結核剤の影響の持続に就て

大阪市立大学医学部小田内科教室

塩田 憲三 ・有光 克典

先に私共は,翁 氏鶏血球法を用いて実験的結核症に於

ける細網内皮系機能を探求し,結 核感染後3カ 月すれ

ば,そ の細網内皮系機能は正常より遙かに低下する事を

認め,こ の時期に各種抗結核剤を投与すれば,投与後24
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時間後の該動物の細網内皮系機能は,SMで は著明に充

進しINAH及 びPASで は可成 り充進するが$｡lvote-

bcnで は,ほ とん ど無影響で有る事を報告した｡

今回は,同 様結核感染3カ 月後の家兎に,前 回報告と

同量のSM,PAS.INAH,Solvotebenを1回 投与し,

その細網内皮系機能に及ぼす影 響の持続 に付て観察し

た｡

成 績

1)SM投 与群では】,鶏血球消失時間は3日 後4時 間

～4時 間30分,6日 後でも略同様で,対 照に較べて明か

に細網内皮系の機能充 進を認めるが,10日 後 では全 く

対照と同程度でSMの 影響はみられなかつた｡

2)INAH投 与群でも略同様の傾向が有る｡

3)PAS投 与群では既に3日 後に於て,影 響を認め

なかつた｡

4)Solvoteben投 与群では24時 間後,2日 後,4日

後何れも全 く影響がなかつた｡

(86)各 種抗結核剤の脂質代謝に及ぼ

す影響

北海道大学医学部第一内科 井 上 昭 男

肺結核患者にPAS・SM併 用,PAS・INH併 用 及び

PAS・SM・INH併 用 の各種化学療法を行つた｡尚 之等の

うち.3者 併用患者は何れも重症例であ り,治 療後急速に

全身状態の改善を見たものであ る｡薬 剤の使用方法 は

PASが 毎 日,SM及 びINHは 週2回 法であつた｡又 結核海

狽にPAS,INH及 びSMの 夫 々単独 治療を行つた｡

之 等薬剤による治療後8週 までの血清脂肪及び肝臓内総

脂肪量の定量を行つた結果,PAS・SM併 用 及びPAS・

INH併 用肺結核患者では,血 清総及び結合型Chole・

sterin量 は治療後直ちに増加した後漸次減少し,5及 び

8週 後では治療前値以下の値を示した｡又 結核海猴では

PAS治 療群にのみ減少があ り,INH及 びSM群 では

変化がなく,以 上のCh｡1esterinの 変動は,治 療後の病

状の変化による間接 的なものと見るよりもむしろPAS

直接 の影響と考えるのが妥当と思われる｡し かるに3者

併用群では漸次増加の傾向にあつた｡遊 離 型Ch｡les-

terinは 肺結核愚者及び結核海狸で,何 れの治療群 とも

変動はなかつた｡総 脂肪量は肺結核患 者に於て略々総

'Cholesterinに 平行する増減 を示したが
,そ の程度は

明劃でなかつた｡又 結核海狭では治療群 とも一定の傾向

.は得られなかつた
｡Lipoid燐 の定量は3者 併用肺結核

患者のみに行つたが,治 療後軽度なが ら漸次増加した｡

海狭肝臓内総脂肪量は,未 治療群及びPAS治 療群で,

増 加の傾向にあ り,INH及 びSM治 療群では略々正常

植を示した｡肺 結核患者で体重増加があつたものは,不

変であつたものに較べ,血 濡総Cholesterin総 脂肪量

は増加したが,結 核海猴でこの様な事実はなかつた｡又

SM及 びINH治 療海猿の両群は剖検上優秀な治療効果

があつたが,之 等の治療群 と,未 治療群との間に,血 清

総脂肪量の差は認められなかつた｡

(87)Pyrazinamide並 にINAHの 経

口 投 与 と生 体 内Nicotin酸 代 謝

昭和医大第一内科 野 口 英 世

INAHが ニ コチン酸に対して拮抗作 用を有する事に

ついてはZATMAN,KAPLAN,COLOw1CK及 びGOL.

DMAN等 の報告があり,本 邦でも平出教授等による研究

がある｡

私はINAHと 相似の化学講造を有するPZAも 亦同

じく抗ニコチン酸作用を示すや否を確める目的を兼ねて

同一検査例に日を異にして之等抗結核剤投与中にニコチ

ン酸の負荷を行い血中濃度の推移を追求 した｡

対照は肺結核患者,喘 息等何れも軽症患者で肝臓機能

障碍はなく又健康者を加えた｡

実験方法 第1日 負荷前対照を採りaコ チン酸10mg

負荷 し1時 間目及び2時 間目採血検査,第2日 負荷前1

時間PZA2.09服 用,1時 間後対照を取り以後第1日

の如く実施｡

第3日 負荷前にINAH0.29服 用1時 間 目にご対照

を採 り以後第1日 の如く実施 した｡

血中ニコチン酸濃度測定には川島一永 山法 の桂変法を

行い,血 中COE+C｡II総 和の測定にはHu行 法の能勢変

法を実施した｡

実験成績 先づ健康者6例 に行つた血中ニコチン酸変

動の平均値を%に 示すと,負 荷後1時 間に投与対照時

113.7%に 較べINAH投 与時に於ては96.9%と 血中

濃度上昇の抑制傾 向が見られPZA投 与時は101.9%

と著 しい上昇抑制は見られない｡軽 症肺結核患者6例 の

成績では健 康者例1こ較べINAHに 於ては1時 間75.2

%,2時 間78・8%と 著明なる血中濃度の低下が見られ

PZA例1時 間114%2時 間102.5%と な り軽度の上

昇抑制が見 られた｡個 別的に見るとINAHは6例 中5

例に著明なる血中濃度の低下が見られPZAに 於ては

6例 中4例 に軽度の上昇抑制が見 られた｡

次に血中DPN,TPN総 和の変動を見るとINAH例

7例 中4例 に上昇抑制が見られ,PZAに 於 ても軽度の

抑制傾向が見られた｡

百分率にて示す と対照1時 間120%,2時 間105%と

上昇するに較べPZA群 は101%,92.7%,INAH群

91.3%,87.9%と 上昇抑制が見られINAHに 於て特に

抑制傾向が見 られた｡




